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ASAI Masashi 「ロレンス対プラトン」／『京都橘女子大学研究紀要』第26号、2000年3月、単著。
‘Representing Others and Analyzing Oneself : Travel Books of D.H.Lawrence and T.E.Lawrence’／

Englishes, Pagine（Rome, Italy）、2003年1月、単著。

【翻訳】

『奇蹟を求めて　グルジェフの神秘宇宙論』（P.D.ウスペンスキー著）／平河出版社、1981年2月、単訳。
『不死鳥　上』（D.H.ロレンス著）／山口書店、1984年4月、共訳。
『不死鳥　下』（D.H.ロレンス著）／山口書店、1986年12月、共訳。
『ベルゼバブの孫への話』（G.I.グルジェフ著）／平河出版社、1990年8月、単訳。
『不死鳥　Ⅱ』（D.H.ロレンス著）／山口書店、1992年4月、共訳。
『生は＜私が存在し＞てはじめて真実となる』（G.I.グルジェフ著）／平河出版社、1993年8月、単訳。
『モダニズムと神話』（マイケル・ベル著）／松柏社、2000年11月、共訳。
『グルジェフ伝―神話の解剖』（ジェイムズ・ムア著）／平河出版社、2002年3月、単訳。
『本当の自分を見つける文章術』（ブレンダ・ウェランド著）／アトリエHB、2004年10月、単訳。

【国内学会発表】

＜シンポジウム＞「思想史の中のロレンス」／日本ロレンス協会第30回大会、広島女学院大学、1999年6月、
単独。
＜研究発表＞「Ｔ・Ｅ・ロレンスのアラビア」／東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所「旅と表象
の比較研究プロジェクト」、1999年、単独。
＜シンポジウム＞「“Crazy Jane” 詩群における反キリスト教的『精神』」／日本イェイツ協会第38回大会シン
ポジウム、大阪市立大学、2002年、単独。
＜研究発表＞「意味の奪還―D・H・ロレンスとC・G・ユングのネイティヴ・アメリカン表象」／東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所「旅と表象の比較研究プロジェクト」、2003年3月、単独。

＜シンポジウム＞ Lawrence Studies in East Asia; ‘Overthrowing the Western Authority: How to Read 

D.H.Lawrence In, and After, the Age of “Author’s Death,” or, How to Overcome our “Negative” Heritage’

／日本ロレンス協会第40回大会、名古屋工業大学、2009年6月27日、単独。

【国際学会発表】

＜研究発表＞ ‘Divided Consciousness：with Special Reference to D.H.Lawrence and G.I.Gurdjieff ’／
Graduate Seminar, University of Manchester、1983年3月、単独。

＜研究発表＞ ‘Representing Others and Analyzing Oneself: Travel Writings of D.H.Lawrence and 

T.E.Lawrence’／8th International D.H.Lawrence Conference, Instituto Universitario Oriental、イタリ
ア・ナポリ、2001年6月、単独。
＜研究発表＞ ‘Recapturing the Meaning: D.H.Lawrence, Carl Jung, and Representation of the Other’／ 9th 

International D.H.Lawrence Conference、京都市、2003年7月、単独。
＜研究発表＞ ‘Cult of Spontaneity, or “Naive Core”: Lawrence and the Occult’／ 10th International 

D.H.Lawrence Conference, Hotel Santa Fe, Santa Fe, NM, U.S.A., 2005年6月、単独。
＜研究発表＞ ‘To Know, or Not to Know, That is the Question: Lawrence’s “Mental Consciousness” and 

“Blood Conscionsness” Reconsidered’／11th International D.H.Lawrence Conference, Eastwood Hall, 

Eastwood, England, UK., 2007年8月、単独。

【講演】

‘Education of English Language and Literature in Japan’／Visiting Scholars’ Seminar, University of 

Cambridge、1996年6月、単独。
‘To Know, or To Be, That is the Question : D.H.Lawrence’s View of Human Consciousness’／

D.H.Lawrence Conference, On-Yang, Korea, 2008年11月、単独。

【著書】

『ロレンス研究―「堕ちた女」―』／朝日出版社、1982年3月、共著。
『オカルト・ムーブメント』／創林社、1986年5月、共著。
『ロレンス研究―「カンガルー」―』／朝日出版社、1990年6月、共著。
Fullness of Being：A Study of D.H.Lawrence／リーベル出版、1992年3月、単著。
『ニュー・エイジの600冊』／宝島社、1993年6月、共著。
『ロレンス研究―「羽鱗の蛇」―』／朝日出版社、1994年11月、共著。
『ロレンスと現代』／国書刊行会、1995年11月、共著。
『ロレンス研究―「チャタレー卿夫人の恋人」―』／朝日出版社、1998年2月、共著。
『ロレンス研究―「白孔雀」』／朝日出版社、2003年3月、共著。
『表象としての旅』／東洋書林、2004年5月、共著。
D.H.Lawrence: Literature, History, Culture／国書刊行会、2005年9月、共著。
『ロレンス研究―「旅と異郷」―』／朝日出版社、2010年3月、共著。
『人と表象』／悠書館、2011年3月、共著。
『モダンの「おそれ」と「おののき」』／松柏社、2011年3月、単著。

【論文】

「アメリカにおけるグルジェフ」／『DECODE』、東邦出版、1982年12月、単著。
‘D.H.Lawrence’s Idea of the Nature of Man―In Comparison with G.I.Gurdjieff’s 

Ideas’／Doshisha Literature、同志社大学英文学会、1984年3月、単著。
‘Lawrence and Whitman―Prolegomena’／『聖母女学院短期大学研究紀要』第14
集、1985年2月、単著。

「ロレンス・グルジェフ・ウィルソン―楽観主義の光と影」／『ユリイカ』9月号、
青土社、1988年9月、単著。

「ソラリスムの行方」／『聖母女学院短期大学研究紀要』第18集、1989年3月、単著。
「外への眼差し、内への眼差し―自己認識の術としての文化論」／『聖母女学院短期
大学研究紀要』第20集、1991年3月、単著。

「存在の充溢を求めて―ロレンスの教育論―」／『京都橘女子大学研究紀要』第19号、
1992年12月、単著。

「裏切られた肉体―T.E.ロレンス論（1）」／『京都橘女子大学女性歴史文化研究所紀
要』第5号、1997年3月、単著。

「『倫理』の両刃―『オリエンタリズム的パラダイム』の光と影」／『京都橘女子大学
研究紀要』第24号、1997年12月、単著。

「自意識と『運命』―T.E.ロレンス論（2）」／『京都橘女子大学女性歴史文化研究所紀
要』第6号、1998年3月、単著。

「“The Statues” におけるイェイツの東西認識とその表象」／『イェイツ研究』No.30、
日本イェイツ協会、1999年11月、単著。

研究課題1⃝D.H.ロレンスの小説研究（意識、二元論、闇）
研究課題2⃝�文化における宗教と民族の占める役割についての研究（価値観、自

己同一性、共同体意識）
研究課題3⃝G.I.グルジェフの思想の研究（現実、自己同一化、自己想起）
研究課題4⃝異文化接触における他者表象（異文化、他者、表象）
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職名

人間発達学部
英語コミュニケーション学
科教授

学歴

英国国立マンチェスター大
学大学院文学研究科　英文
学専攻博士課程（後期）単
位取得後退学（1983）

学位

文 学 博 士（Ph.D.）（ マ ン チ 
ェスター大学、1989）

所属学会

日本ロレンス協会、日本イ 
ェイツ協会、比較文明学会

専門分野

近現代英文学、比較文化、
近現代神秘学


